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一

　
最
近
の
新
聞
紙
の
報
道
に
よ
る
と
、
支
那
の
宣
統
〔
前
〕
帝
は
、
宮
廷
所
屬
の
宦
官
の
不
埒
を
怒
り
、
彼
等

を
一
律
に
放
逐
し
て
、
爾
後
永
遠
に
使
役
せ
ぬ
と
い
ふ
諭
旨
を
發
布
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
動
機

は
論
ぜ
ず
、
そ
の
理
由
は
問
は
ず
、
事
件
そ
の
も
の
が
、
兔
に
角
一
大
壯
擧
た
る
を
失
は
ぬ
と
思
ふ
。

　
宦
官
は
必
ず
し
も
支
那
の
專
有
物
で
な
い
。
古
代
の
西
ア
ジ
ア
諸
國
、
つ
い
で
ギ
リ
シ
ア
、
ロ
ー
マ
に
も
宦

官
が
使
役
さ
れ
た
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
で
は
、
一
般
に
宦
官
を
使
用
し
た
。
印
度
の
ム
ガ
ー
ル
王
家
な
ど
は
、

幾
千
と
い
ふ
多
數
の
宦
官
を
備
へ
た
。
此
等
の
宦
官
は
何
れ
も
君
側
に
侍
す
る
の
で
、
時
に
政
治
上
に
相
當
の

權
勢
を
振
う
た
こ
と
も
稀
有
で
な
い
。
我
が
日
本
の
如
く
、
古
來
宦
官
の
存
在
せ
ぬ
國
は
、
寧
ろ
珍
し
い
方
で

あ
る
。
朝
鮮
や
安
南
な
ど
も
、
支
那
の
風
を
傳
へ
て
宦
官
を
置
い
た
。
獨
り
我
が
國
は
隋
・
唐
以
來
、
盛
に
支

那
の
制
度
文
物
を
採
用
し
た
に
拘
ら
ず
、
宦
官
の
制
度
の
み
を
輸
入
せ
な
か
つ
た
の
は
、
誠
に
結
構
な
こ
と
と

申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
嘗
て
「
支
那
の
宦
官
」
と
い
ふ
論
文
を
發
表
し
た
、
英
國
の
ス
テ
ン
ト
（Stent

）
は
、

東
洋
諸
國
に
し
か
く
普
通
で
あ
る
宦
官
の
制
度
が
、
西
洋
方
面
に
餘
り
流
行
せ
な
か
つ
た
の
は
、
全
く
キ
リ
ス

ト
教
の
御
蔭
で
あ
る
と
、
提
燈
を
點
け
て
居
る
が
、
我
が
國
な
ど
は
何
等
宗
教
の
力
を
待
た
ず
に
、
よ
く
こ
の

蠻
風
に
感
染
せ
な
か
つ
た
の
で
、
一
層
誇
負
す
る
に
足
る
と
思
ふ
。
之
に
就
い
て
も
私
共
は
、
我
が
國
の
當
時

の
先
覺
者
の
思
慮
分
別
に
、
十
分
感
謝
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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か
く
宦
官
は
諸
國
に
も
存
在
し
た
が
、
支
那
は
宦
官
の
國
と
し
て
、
最
も
世
間
に
聞
え
て
居
る
。
宦
官
と
い

へ
ば
、
直
に
支
那
を
聯
想
す
る
程
で
あ
る
。
事
實
世
界
に
於
て
、
支
那
ほ
ど
宦
官
の
重
用
さ
れ
た
國
が
な
く
、

支
那
ほ
ど
宦
官
の
跋
扈
し
た
國
が
な
く
、
ま
た
支
那
ほ
ど
宦
官
に
關
す
る
多
量
に
且
つ
連
續
せ
る
記
録
を
有
す

る
國
が
な
い
。

　
支
那
の
宦
官
が
何
時
代
か
ら
は
じ
ま
つ
た
か
は
、
正
確
に
知
る
こ
と
が
出
來
ぬ
。
さ
れ
ど
周
時
代
に
は
、
已

に
宮
刑
が
五
刑
の
一
に
加
へ
ら
れ
て
居
り
、
宦
官
も
存
在
し
て
居
つ
た
。
疑
問
の
書
物
で
は
あ
る
が
、
『
周
禮
』

に
も
、

　
　
墨
者
使
守
門
。
劓
者
使
守
關
。
刖
者
使
守
囿
。
宮
者
使
守
内
。

と
あ
つ
て
、
罪
人
を
そ
れ
ぞ
れ
宮
廷
に
使
役
し
、
宮
者
は
後
宮
に
使
役
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
學
者
の
中

に
は
、
周
は
西
方
か
ら
支
那
に
移
住
し
て
來
た
異
人
種
の
建
て
た
國
で
、
彼
等
は
西
方
で
行
は
れ
て
居
つ
た
宦

官
の
風
を
、
始
め
て
支
那
に
輸
入
し
た
と
主
張
す
る
人
も
あ
る
。
併
し
支
那
人
は
頗
る
嫉
妬
心
の
強
い
國
民
で

あ
る
。
『
禮
記
』
等
を
一
讀
す
れ
ば
容
易
に
了
解
さ
る
る
如
く
、
彼
等
は
古
く
男
女
の
間
に
於
け
る
疑
を
避
く

る
爲
に
、
吾
人
の
想
像
以
上
に
、
神
經
過
敏
な
る
種
々
の
禮
儀
や
作
法
を
設
け
て
居
る
。
か
か
る
氣
質
の
支
那

人
の
間
に
、
男
女
間
の
嫌
疑
を
避
け
、
嫉
妬
心
を
慰
安
す
る
方
便
と
し
て
、
中
性
の
宦
官
を
使
役
す
る
に
至
る

は
、
寧
ろ
當
然
の
順
序
か
も
知
れ
ぬ
。
支
那
に
於
け
る
宦
官
の
起
源
を
、
必
ず
し
も
西
方
の
風
習
に
關
係
せ
し

め
て
説
明
す
る
に
及
ば
ぬ
か
と
思
ふ
。

　
宦
官
の
起
源
は
兔
に
角
、
春
秋
戰
國
時
代
と
な
る
と
、
宦
官
は
已
に
政
治
上
で
可
な
り
勢
力
を
占
め
て
來
た
。
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齊
の
桓
公
の
死
後
、
齊
を
亂
し
た
豎
〻
紹
介
す
る
を
要
せ
ぬ
。

　
漢
以
後
に
出
た
重
な
る
歴
代
の
宦
官
の
事
蹟
は
、
支
那
史
乘
に
詳
記
さ
れ
て
居
つ
て
、
こ
れ
も
一
々
紹
介
す

る
必
要
が
な
い
。
歴
代
の
中
で
も
、
東
漢
・
唐
・
明
の
三
代
が
、
宦
官
の
尤
も
權
力
を
振
ふ
た
時
代
で
、
こ
の

三
代
の
中
で
も
、
唐
が
一
番
甚
し
い
。
唐
の
中
世
以
後
は
、
大
臣
の
任
免
は
勿
論
、
天
子
の
廢
立
す
ら
宦
官
の

意
の
儘
で
あ
つ
た
。
當
時
宦
官
を
指
し
て
定
策
國
老
と
呼
び
、
之
に
對
し
て
皇
帝
を
門
生
天
子
と
稱
し
た
。
定

策
國
老
と
は
、
試
驗
官
に
當
る
國
家
の
元
老
と
い
ふ
意
味
で
、
門
生
天
子
と
は
、
そ
の
試
驗
官
の
檢
定
で
、
及

落
を
決
定
せ
ら
る
る
受
驗
生
の
天
子
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
天
子
廢
立
の
全
權
が
、
宦
官
の
掌
裡
に
在
る
こ
と
、
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も
受
驗
生
の
及
落
が
試
驗
官
の
自
由
に
在
る
と
同
樣
な
る
こ
と
を
申
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
宦
官
は
天
子
の
後
宮
に
限
つ
た
譯
で
な
く
、
周
時
代
に
は
諸
侯
、
若
く
は
諸
侯
以
下
の
相
當
身
分
あ
る
家
の

奧
向
に
も
、
宦
官
を
使
役
し
た
。
後
世
宋
・
明
時
代
ま
で
民
間
、
殊
に
南
支
那
の
民
間
で
は
、
奴
隷
を
割
勢
し

て
、
奧
向
に
使
役
し
た
事
實
が
あ
る
。
併
し
明
以
後
殊
に
清
朝
で
は
、
民
間
に
割
勢
者
を
蓄
養
す
る
こ
と
を
嚴

禁
し
、
皇
室
及
び
皇
室
よ
り
特
許
さ
れ
た
王
公
大
臣
の
邸
宅
に
於
て
の
み
、
宦
官
を
使
役
し
た
。

　
宦
官
は
も
と
宮
刑
に
處
せ
ら
れ
た
罪
人
を
以
て
之
を
補
充
し
た
。
宮
刑
と
は
五
刑
の
一
で
、
淫
刑
と
て
主
と

し
て
不
義
者
に
加
へ
る
刑
罰
で
あ
る
が
、
不
義
者
以
外
の
重
い
犯
罪
者
に
も
宮
刑
を
施
し
た
。
殊
に
宦
官
の
不
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足
す
る
場
合
に
は
、
死
刑
に
處
す
べ
き
も
の
を
、
一
等
減
刑
し
て
宮
刑
に
處
し
、
若
く
は
謀
反
者
の
遺
族
を
宮

刑
に
處
し
て
、
之
を
補
充
す
る
の
が
普
通
で
あ
つ
た
。
又
稀
に
は
自
宮
と
か
私
白
と
か
申
し
て
、
無
罪
の
者
が

自
分
で
割
勢
し
て
、
宦
官
を
志
願
す
る
場
合
に
、
之
を
採
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
隋
時
代
以
後
宮
刑
が
廢
止
と
な
る
と
、
宦
官
の
供
給
が
種
切
れ
と
な
る
。
從
つ
て
隋
唐
以
後
の
宦
官
は
、
志

願
者
で
補
充
す
る
の
が
原
則
と
な
つ
た
。
し
か
し
必
要
の
場
合
に
は
、
從
前
同
樣
に
、
死
罪
の
者
を
輕
減
し
、

割
勢
し
て
宦
官
に
採
用
し
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
時
に
は
四
川
や
嶺
南
の
如
き
、
邊
裔
の
蠻
民
を
捕
獲
し
て
宦

官
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
唐
の
玄
宗
時
代
の
有
名
な
宦
官
の
高
力
士
の
如
き
、
廣
東
南
邊
の
蠻
僚
出
身
で
あ
る
。

明
の
英
宗
時
代
に
、
貴
州
方
面
の
苗
族
を
征
伐
し
て
捕
獲
し
た
、
小
童
千
五
六
百
人
を
宦
官
と
し
た
事
實
も
あ

る
。
ま
た
元
・
明
時
代
に
は
、
高
麗
・
女
眞
・
安
南
出
身
の
宦
官
が
、
尠
か
ら
ず
支
那
宮
廷
に
奉
仕
し
て
居
つ

た
。
此
等
の
宦
官
は
何
れ
も
そ
の
本
國
か
ら
、
支
那
の
宮
廷
へ
貢
進
し
た
も
の
と
想
は
れ
る
。
現
に
朝
鮮
の
記

録
を
見
る
と
、
明
の
永
樂
元
年
（
西
暦
一
四
〇
三
）
に
、
朝
鮮
で
は
明
の
皇
帝
の
聖
旨
を
奉
じ
、
容
姿
閑
雅
、

性
質
悧
發
な
火
者
三
十
五
名
を
選
拔
し
て
、
支
那
へ
貢
進
し
、
そ
の
後
も
再
三
同
樣
の
貢
進
を
し
て
居
る
。

　
こ
の
火
者
と
は
、
も
と
印
度
語








の
コ
ヂ
ヤ
（K

hojah

）
を
訛
つ
た
も
の
で
、
印
度
の
囘
教
徒
は
割
勢
者
を
指

し
て
、
普
通
に
コ
ヂ
ヤ
と
い
ふ
。
元
時
代
か
ら
明
時
代
に
か
け
て
、
印
度
か
ら
割
勢
し
た
奴
隷
を
南
支
那
に
輸

入
し
た
樣
で
、
こ
の
奴
隷
の
輸
入
と
共
に
、
コ
ヂ
ヤ
と
い
ふ
印
度
語
が
南
支
那
に
傳
は
り
、
支
那
人
は
コ
ヂ
ヤ

に
火
者
の
字
を
充
て
、
宦
官
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
と
解
釋
さ
れ
る
。
『
明
律
』
や
『
清
律
』
に
、

閹
割
火
者
と
あ
る
が
、
こ
は
單
に
火
者
と
稱
し
て
も
可
な
れ
ど
、
外
國
語
の
音
譯
に
て
、
意
義
不
明
な
る
を
恐
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れ
、
か
く
は
注
解
的
に
閹
割
の
二
字
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
元
時
代
に
は
蒙
古
の
政
府
は
高
壓
的
に
、

高
麗
（
朝
鮮
）
か
ら
宮
婢
や
宦
官
を
貢
進
さ
せ
て
居
る
。
故
に
元
時
代
の
宦
官
に
、
高
麗
出
身
が
尠
く
な
い
。

元
の
順
帝
時
代
に
、
高
麗
出
身
の
祁
皇
后
と
共
に
、
尤
も
後
宮
に
權
勢
を
振
う
た
宦
官
の
朴
不
花
の
如
き
も
、

高
麗
出
身
で
あ
つ
た
。
故
に
隋
・
唐
以
後
に
於
け
る
宦
官
の
出
身
を
檢
す
る
と
、
（
一
）
志
願
者
、
（
二
）
死

罪
輕
減
者
、
（
三
）
蠻
人
の
捕
虜
（
外
國
産
の
奴
隷
）
、
（
四
）
外
國
人
の
貢
進
と
、
大
體
四
種
に
區
別
す
る

こ
と
が
出
來
る
。
就
中
主
要
な
も
の
は
勿
論
第
一
の
志
願
者
で
、
十
の
八
九
ま
で
は
こ
の
出
身
で
あ
つ
た
。

　
自
分
か
ら
進
ん
で
宦
官
を
志
願
す
る
な
ど
、
常
識
で
は
考
へ
ら
れ
ぬ
が
、
利
慾
に
目
の
な
い
支
那
人
の
こ
と

故
、
將
來
の
富
貴
出
世
を
目
當
に
、
存
外
志
願
者
が
多
い
。
兩
親
が
行
々
宦
官
に
仕
立
て
る
目
的
で
、
そ
の
子

供
を
幼
少
の
時
に
割
勢
す
る
も
の
が
中
々
多
數
で
あ
る
。
中
年
者
が
賦
役
を
逃
が
れ
富
貴
を
夢
み
て
、
割
勢
す

る
者
も
尠
く
な
い
。
〔
割
勢
す
る
際
に
は
、
無
論
之
が
爲
に
生
命
を
喪
ふ
場
合
も
あ
る
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
に

於
け
る
經
驗
に
よ
る
と
、
割
勢
者
の
約
半
數
以
上
は
死
亡
す
る
と
い
ふ
。
故
に
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
で
は
、
割
勢

し
た
奴
隷
の
價
格
は
、
普
通
の
奴
隷
よ
り
二
倍
若
く
ば
三
倍
高
い
。
支
那
に
於
け
る
割
勢
者
の
死
亡
率
は
不
明

で
あ
る
が
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
教
國
の
そ
れ
ほ
ど
高
率
で
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
で
も
明
時
代
に
苗
童
を
割
勢
し
た
場

合
に
は
、
五
分
の
一
以
上
の
死
亡
者
を
出
し
た
と
い
ふ
。
か
か
る
危
險
を
冒
し
て
ま
で
、
割
勢
し
て
宦
官
を
志

願
す
る
の
で
あ
る
。
〕

　
支
那
の
宮
廷
に
は
、
多
い
時
は
一
萬
二
三
千
人
、
少
き
時
も
三
千
人
位
の
宦
官
が
居
る
。
そ
の
宦
官
の
或
る

者
は
、
罪
科
に
よ
つ
て
免
職
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
或
る
者
は
老
衰
し
て
退
隱
す
る
も
の
も
あ
る
。
或
る
者
は
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病
氣
に
罹
つ
て
死
亡
す
る
も
の
も
あ
る
。
故
に
絶
え
ず
補
缺
を
必
要
と
す
る
。
明
の
天
啓
元
年
（
西
暦
一
六
二

一
）
に
、
宦
官
の
補
缺
三
千
人
を
募
集
し
た
時
に
、
應
募
者
の
實
數
二
萬
餘
人
に
達
し
た
。
餘
り
志
願
者
が
多

い
か
ら
、
政
府
は
俄
に
豫
定
額
に
一
千
五
百
人
を
増
し
て
、
す
べ
て
四
千
五
百
人
の
宦
官
を
、
一
時
に
採
用
し

た
と
い
ふ
。
眞
に
驚
く
べ
き
事
實
で
な
い
か
。
併
し
こ
の
事
實
は
『
皇
明
實
録
』
に
も
記
載
さ
れ
て
居
り
、
又

當
時
支
那
に
在
留
し
た
、
耶
蘇
宣
教
師
の
記
録
に
も
見
え
て
居
る
か
ら
、
殆
ど
疑
ひ
を
容
れ
る
餘
地
が
な
い
。

　
支
那
の
政
治
は
孝
道
を
第
一
に
置
く
。
從
つ
て
父
母
の
遺
體
を
傷
け
、
子
孫
の
蕃
殖
を
絶
つ
如
き
行
爲
は
、

尤
も
嚴
重
に
取
締
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
に
歴
代
の
政
府
は
、
表
面
上
自
宮
者
を
禁
止
し
て
居
る
。
明
時
代
に
も

政
府
は
可
な
り
嚴
重
な
制
裁
を
設
け
て
、
民
間
の
自
宮
者
を
禁
止
し
て
居
る
が
、
そ
れ
は
看
板
若
く
ば
一
時
だ

け
の
こ
と
、
實
際
に
於
て
は
殆
ど
厲
行
さ
れ
な
か
つ
た
。
宮
刑
が
廢
せ
ら
れ
、
宦
官
の
存
す
る
以
上
、
宦
官
の

供
給
は
、
大
體
自
宮
者
に
待
た
ね
ば
な
ら
ぬ
筈
故
、
自
宮
者
の
跡
を
絶
つ
譯
が
な
い
。
自
宮
者
を
禁
止
す
る
政

府
自
身
が
、
そ
の
實
自
宮
者
に
と
つ
て
第
一
の
、
も
し
く
は
唯
一
の
需
要
者
で
あ
る
こ
と
は
、
大
な
る
皮
肉
と

申
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
清
朝
で
は
明
時
代
に
比
し
て
、
概
し
て
自
宮
者
の
取
締
規
則
を
嚴
重
に
し
、
ま
た
宦
官
補

充
の
人
數
も
僅
少
で
あ
つ
た
か
ら
、
明
末
の
如
き
自
宮
者
の
濫
出
は
な
か
つ
た
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
政
府
で
宦
官
を
採
用
す
る
に
は
、
第
一
に
身
體
試
驗
を
行
ふ
。
應
募
者
が
完
全
に
割
勢
さ
れ
て
居
る
や
否
や
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を
審
査
す
る
。
次
に
そ
の
年
齡
・
容
姿
・
性
質
・
擧
動
・
言
語
・
音
聲
等
を
檢
査
す
る
。
年
齡
の
若
く
容
姿
秀

で
、
擧
動
閑
雅
、
言
語
明
晰
、
美
聲
で
悧
發
な
者
が
選
に
入
る
譯
で
あ
る
。

　
入
選
者
は
そ
の
伎
倆
に
應
じ
て
、
相
當
の
職
業
に
從
ふ
。
或
る
者
は
内
外
の
取
次
に
從
事
す
る
。
或
る
者
は

小
間
使
と
な
る
。
或
る
者
は
司
法
官
と
な
つ
て
、
仲
間
の
者
の
非
行
を
懲
戒
す
る
。
或
る
者
は
僧
侶
と
な
つ
て
、

後
宮
の
佛
事
を
行
ひ
、
又
は
女
官
達
に
慰
安
を
與
へ
る
。
或
る
者
は
音
樂
家
と
な
り
、
或
る
者
は
俳
優
と
な
る
。

内
廷
に
戲
園
（
舞
臺
）
が
あ
つ
て
、
こ
こ
に
時
々
演
藝
が
試
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
出
演
者
は
皆
宦
官
に
限
る
。

或
る
者
は
料
理
人
に
、
或
る
者
は
理
髮
者
に
、
或
る
者
は
苑
丁
と
な
る
。
降
つ
て
は
洗
濯
人
・
水
汲
人
・
掃
除

夫
と
な
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
他
夜
警
に
當
る
者
、
護
衞
に
當
る
者
も
あ
る
。
内
廷
一
切
の
雜
務
は
、
宦
官
で

處
理
す
る
の
で
あ
る
。
彼
等
を
取
締
る
首
領
と
し
て
、
總
管
や
副
總
管
を
置
く
。

　
割
勢
者
は
首
尾
よ
く
宦
官
に
採
用
さ
れ
て
、
入
内
の
素
懷
を
達
し
得
る
の
は
一
小
部
分
で
、
そ
の
大
部
分
は

不
合
格
者
と
し
て
、
郷
里
に
蟄
居
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
等
の
餘
生
ほ
ど
悲
慘
な
も
の
は
な
か
ら
う
。
明
・

清
時
代
の
宦
官
の
本
場
は
、
直
隷
省
殊
に
河
間
地
方
で
あ
る
。
皇
室
直
屬
の
宦
官
は
、
殆
ど
直
隷
出
身
に
限
る
。

明
末
に
權
勢
を
專
ら
に
し
た
魏
忠
賢
、
清
末
に
勢
力
を
振
う
た
李
蓮
英
ら
、
皆
河
間
出
身
の
宦
官
で
あ
つ
た
。

明
末
の
『
野
獲
編
』
を
見
る
と
、
當
時
河
間
地
方
に
は
、
入
内
に
失
敗
せ
る
幾
多
の
自
宮
者
が
、
自
暴
自
棄
の

餘
り
、
團
結
し
て
往
來
の
人
馬
に
對
し
て
劫
略
を
行
ふ
。
故
に
こ
の
方
面
の
旅
客
車
馬
の
遭
難
す
る
も
の
夥
し

い
が
、
實
情
を
知
悉
せ
る
官
憲
は
、
彼
等
の
境
遇
を
斟
酌
し
て
、
其
狼
藉
に
放
任
し
た
と
い
ふ
。
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四

　
歴
代
朝
政
之
失
、
半
由
官
寺
と
支
那
人
が
評
し
た
通
り
、
宦
官
は
支
那
歴
代
の
禍
源
を
な
し
た
。
東
漢
の
袁

紹
や
唐
の
朱
全
忠
は
、
宦
官
を
殲
し
て
、
そ
の
勢
力
を
殺
い
だ
こ
と
も
あ
る
が
、
久
し
か
ら
ず
し
て
彼
等
は
復

活
し
て
、
依
然
國
權
を
弄
し
た
。
明
の
太
祖
は
歴
代
の
成
敗
に
鑑
み
て
、
宦
官
の
處
置
に
意
を
用
ゐ
、
そ
の
數

も
百
人
以
下
に
止
め
、
禄
を
輕
く
し
位
を
低
く
し
、
内
臣
の
政
事
に
干
渉
す
る
者
は
斬
罪
に
處
す
べ
し
と
い
ふ
、

嚴
し
い
掟
を
鐵
板
に
刻
り
付
け
た
る
、
所
謂
十
字
の
鐵
牌
を
官
門
に
樹
て
た
が
、
そ
の
鐵
牌
の
未
だ
銹
を
生
ぜ

ざ
る
間
に
、
宦
官
の
員
數
も
勢
力
も
驚
く
べ
く
増
加
し
て
、
明
の
天
下
は
半
ば
は
宦
官
に
滅
ぶ
結
果
に
至
つ
た
。

　
滿
洲
か
ら
起
つ
た
清
朝
は
、
宦
官
の
處
置
に
就
い
て
、
一
層
周
到
な
る
注
意
を
拂
ひ
、
嚴
重
な
る
防
禁
を
設

け
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
諸
天
子
も
よ
く
綱
紀
を
緊
縮
し
た
か
ら
、
宦
官
の
弊
害
が
歴
代
の
中
で
尤
も
尠
か
つ

た
。
そ
れ
で
も
同
治
以
後
、
西
太
后
の
時
代
と
な
る
と
、
次
第
に
宦
官
が
政
治
舞
臺
に
現
れ
て
來
る
。
最
初
西

太
后
の
信
任
を
得
た
宦
官
を
安
得
海
と
い
ふ
。
彼
は
同
治
八
年
（
西
暦
一
八
六
九
）
に
、
年
二
十
七
歳
の
頃
に
、

西
太
后
の
密
旨
を
受
け
て
、
山
東
地
方
へ
出
掛
け
た
が
、
宦
官
の
皇
城
外
へ
出
る
の
は
法
規
違
反
で
あ
る
か
ら
、

山
東
巡
撫
の
丁
寶
楨
に
拘
抑
せ
ら
れ
、
遂
に
殺
戮
に
遭
つ
た
。
此
事
件
の
際
に
、
東
太
后
や
恭
親
王
が
、
丁
寶

楨
を
指
嗾
し
て
、
強
硬
手
段
を
執
ら
し
め
た
と
い
ふ
の
で
、
西
太
后
と
東
太
后
と
の
間
柄
が
圓
滑
を
缺
き
、
ま

た
西
太
后
と
恭
親
王
と
の
間
柄
が
、
一
層
不
和
と
な
つ
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
安
得
海
の
後
を
承
け
た
の
が
、

彼
の
有
名
な
る
李
蓮
英
で
あ
る
。
彼
は
同
知
の
末
頃
か
ら
光
緒
年
代
に
か
け
て
、
約
四
十
年
間
西
太
后
の
信
任
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を
受
け
、
大
な
る
勢
力
を
振
う
た
。
彼
に
關
す
る
種
々
芳
し
か
ら
ざ
る
噂
が
、
支
那
人
や
歐
米
人
の
著
書
に
傳

へ
ら
れ
て
居
る
が
、
茲
に
は
紹
介
す
ま
い
。
李
蓮
英
は
明
治
四
十
四
年
に
、
丁
度
西
太
后
の
崩
後
二
年
半
ば
か

り
で
、
六
十
九
歳
を
以
て
世
を
辭
し
た
。
彼
は
支
那
に
於
け
る
最
後
の
歴
史
的
宦
官
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五

　
宦
官
は
割
勢
し
て
居
る
か
ら
、
勿
論
情
事
の
關
係
な
い
筈
で
あ
る
。
併
し
割
勢
手
術
の
不
完
全
な
る
故
か
、

又
は
他
の
理
由
に
よ
る
か
、
古
來
の
歴
史
を
見
る
と
、
宦
官
宣
淫
の
事
實
が
尠
く
な
い
。
後
魏
の
孝
文
帝
の
皇

后
馮
氏
は
、
宦
官
の
高
菩
薩
と
密
通
し
た
。
唐
の
高
力
士
は
帶
妻
せ
し
上
に
、
他
の
貴
婦
人
と
も
通
じ
た
と
傳

へ
ら
れ
て
居
る
。
中
世
の
宦
官
に
、
妻
妾
を
有
せ
し
者
が
多
い
。
殊
に
明
時
代
を
甚
し
と
す
る
。
明
代
の
有
力

な
宦
官
は
、
帶
妻
を
普
通
と
し
た
。
宦
官
と
し
て
遊
郭
に
出
入
し
、
若
く
は
宦
官
同
志
の
間
に
、
婦
人
を
爭
奪

す
る
な
ど
、
醜
穢
な
る
事
實
が
、
明
代
の
記
録
に
疊
見
し
て
居
る
。

　
併
し
宦
官
の
情
事
は
變
態
で
あ
る
。
彼
等
は
色
情
を
制
限
さ
れ
て
居
る
結
果
、
利
慾
心
が
一
倍
強
い
。
從
つ

て
勢
力
あ
る
宦
官
の
納
賄
得
利
の
程
度
は
、
吾
人
の
想
像
以
上
で
あ
る
。
常
に
君
側
に
左
右
し
て
、
傳
達
を
掌

ど
る
彼
等
は
、
そ
の
一
言
一
行
に
よ
つ
て
、
他
人
に
大
な
る
影
響
を
與
へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
嘗
て
或
る
大
官

が
、
皇
室
へ
見
事
な
る
品
物
を
獻
上
し
た
時
、
宦
官
へ
の
心
附
け
十
分
で
な
か
つ
た
爲
、
彼
等
は
故
意
に
こ
の

獻
上
品
に
毀
損
を
加
へ
、
是
に
由
つ
て
そ
の
大
官
は
主
君
の
御
不
興
を
蒙
つ
た
と
い
ふ
。
〔
又
嘗
て
太
后
や
皇
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帝
が
地
方
巡
幸
の
際
、
そ
の
地
方
の
長
官
の
心
附
け
不
足
に
不
滿
を
懷
い
た
宦
官
達
は
、
長
官
の
調
進
し
た
心

盡
く
し
の
料
理
に
、
中
間
で
勝
手
に
多
量
の
鹽
を
加
へ
て
、
そ
の
長
官
を
失
敗
せ
し
め
た
實
例
も
あ
る
。
〕
兔

に
角
宦
官
の
歡
心
を
買
う
て
、
位
置
の
安
全
を
圖
る
の
が
、
支
那
官
場
の
常
態
と
な
つ
て
居
る
。
殊
に
天
子
が

宴
樂
に
耽
る
場
合
や
、
太
后
が
垂
廉
の
政
を
行
ふ
場
合
に
は
、
宦
官
に
對
す
る
心
附
け
の
必
要
な
る
こ
と
申
す

迄
も
な
い
。
宦
官
が
發
財
致
富
の
根
源
は
こ
こ
に
在
る
。
明
の
宦
官
王
振
の
家
産
を
沒
收
し
た
時
、
金
庫
銀
庫

併
せ
て
六
十
餘
棟
に
及
び
、
珊
瑚
樹
の
高
さ
六
七
尺
の
も
の
の
み
に
て
も
、
二
十
餘
株
あ
つ
た
と
い
ふ
。
同
じ

く
劉
瑾
の
家
産
を
沒
收
し
た
時
は
、
黄
金
二
百
五
十
萬
兩
、
銀
五
千
萬
兩
、
他
物
之
に
副
ふ
と
い
ふ
有
樣
で
あ

つ
た
。
清
の
李
蓮
英
も
隨
分
蓄
財
し
て
、
そ
の
額
五
千
萬
圓
に
達
す
る
と
噂
さ
れ
た
が
、
義
和
團
の
亂
に
、
北

京
を
後
に
西
安
へ
出
奔
し
た
際
、
已
む
を
得
ず
莫
大
な
る
金
銀
を
土
中
に
埋
沒
し
て
置
い
た
。
こ
の
埋
藏
金
銀

は
不
幸
に
し
て
、
蛙
に
も
化
け
ず
に
そ
の
儘
、
北
京
占
領
の
外
國
軍
隊
に
發
見
沒
收
さ
れ
た
。
明
治
三
十
五
年

の
春
、
彼
は
西
太
后
・
光
緒
帝
と
共
に
、
西
安
よ
り
北
京
に
歸
る
と
、
こ
の
埋
合
せ
に
盛
に
收
賄
し
て
、
爾
後

七
年
間
に
約
二
千
五
百
萬
圓
の
蓄
財
を
し
た
と
傳
へ
ら
れ
て
居
る
。
宦
官
の
弊
竇
は
實
に
こ
こ
に
在
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
多
數
の
宦
官
の
中
に
は
、
勿
論
忠
義
の
人
、
正
直
の
人
も
な
い
で
は
な
い
。
中
に
は
東
漢
の
蔡
倫
の
如
き
、

始
め
て
紙
を
發
明
し
て
、
世
界
の
文
化
に
大
な
る
貢
獻
を
な
し
た
宦
官
も
あ
る
。
又
明
の
鄭
和
の
如
き
、
遠
く
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ア
フ
リ
カ
の
東
海
岸
近
く
ま
で
航
行
し
て
、
國
威
を
輝
か
し
た
宦
官
も
あ
る
。
併
し
此
の
如
き
宦
官
は
、
曉
天

の
星
と
一
般
、
誠
に
寥
々
と
し
て
、
明
の
太
祖
の
い
は
ゆ
る
千
百
中
不
一
二
見
も
の
で
、
彼
等
の
大
多
數
は
、

も
と
も
と
權
勢
利
慾
を
目
的
に
入
内
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
國
家
を
蠧
毒
す
べ
き
は
、
冒
頭
よ
り
豫
期
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
所
が
不
思
議
な
こ
と
は
、
支
那
の
政
治
家
や
經
學
者
な
ど
に
、
殆
ど
こ
の
秕
政
の
根
源
た
る
宦
官
の
廢
止
を

主
張
し
た
人
が
な
い
。
尚
古
思
想
の
強
い
支
那
人
は
、
『
書
經
』
や
『
詩
經
』
に
宦
官
を
是
認
し
て
あ
る
と
い

ふ
理
由
で
、
又
嫉
妬
心
の
強
い
彼
等
は
、
婦
女
監
視
に
は
中
性
の
宦
官
が
必
要
で
あ
る
と
い
ふ
理
由
で
、
宦
官

の
弊
害
を
知
り
つ
つ
、
矢
張
り
そ
の
保
存
を
主
張
す
る
。
『
資
治
通
鑑
』
の
作
者
た
る
司
馬
光
の
如
き
達
識
家

で
も
、
宦
官
は
全
廢
す
べ
か
ら
ず
、
但
し
そ
の
位
置
を
低
下
し
、
そ
の
取
締
を
嚴
重
に
す
べ
し
と
い
ふ
に
過
ぎ

ぬ
。
『
大
學
衍
義
補
』
の
著
者
丘
濬
の
如
き
、
『
明
夷
待
訪
録
』
の
著
者
黄
宗
義
の
如
き
、
政
治
評
論
を
以
て

聞
え
た
學
者
で
も
、
宦
官
に
對
す
る
意
見
は
、
格
別
司
馬
光
の
そ
れ
と
相
違
す
る
所
が
な
い
。
如
何
に
位
置
を

低
下
し
て
も
、
取
締
を
嚴
重
に
し
て
も
、
宦
官
の
存
す
る
以
上
、
長
い
年
月
の
間
に
、
必
ず
弊
害
を
生
ず
る
こ

と
は
、
明
・
清
の
實
例
に
由
つ
て
明
白
で
な
い
か
。
宦
官
を
全
然
撤
廢
し
て
、
源
を
塞
ぎ
本
を
拔
か
ね
ば
到
底

無
效
で
あ
る
。
支
那
人
の
間
に
、
宦
官
全
廢
論
の
起
つ
た
の
は
、
恐
ら
く
二
十
餘
年
前
に
、
孫
詒
讓
等
の
創
唱

以
來
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
そ
の
孫
詒
讓
の
論
據
は
、
世
界
の
列
強
は
宦
官
を
置
か
ず
、
宦
官
を
存
す
る
の
は
、

ト
ル
コ
の
如
き
弱
國
に
限
る
と
い
ふ
に
あ
つ
た
と
記
憶
す
る
。
兔
に
角
そ
の
當
時
餘
り
有
力
で
な
か
つ
た
宦
官

全
廢
論
が
、
今
日
に
至
つ
て
始
め
て
そ
の
現
實
を
見
得
た
譯
で
、
民
國
成
立
後
宦
官
は
無
勢
力
で
、
そ
の
存
廢

13



は
政
治
上
格
別
の
影
響
な
し
と
し
て
も
、
兔
に
角
か
か
る
野
蠻
な
制
度
の
撤
廢
さ
れ
た
だ
け
で
も
、
支
那
の
爲

に
祝
福
す
べ
き
こ
と
と
思
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
二
年
八
月
三
　
五
・
七
日
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
所
載
）
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